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ヒューマインドでは、2003年11月から12月にかけ

て「ハンセン病回復者サポーター養成講座」を開催しま

した。当初の募集定員30名を上回る参加希望や問い合わ

せが寄せられ、大きな反応がありました。講座内容も毎

週土曜日に講義4回、フィールドワーク1泊2日という強

行日程にもかかわらず、皆さん熱心に参加されました。

とくに、邑久光明園と長島愛生園でのフィールドワー

クでは、入所者の方々の居宅を訪問させていただき貴重

なお話をお聴きすることができました。また、長島愛生

園歴史館では、これまでの歴史をわかりやすくビジュア

ルに勉強することができました。そして、自治会の皆さ

んとの交流会には一同大感激でした。夜は園内に宿泊し、

受講生同士の活発な意見交換等、講座修了後の活動に参

加者それぞれの熱い思いを語りあい、心に深く残る時間

を共有できたと思います。

さて、講座を修了し、これからどのように「生きたサ

ポーター活動にしていくか？」これが現在の課題です。

研修修了後、受講生の方々から意見をお聞きし、まとめ

作業にはいっているところです。皆さんから提案された

主な活動は、①地域への啓発活動、②来阪時等の外出支

援、③療養所入所者の方々との継続的な交流、④真相究

明等の調査協力・資料整理、⑤社会復帰支援などです。

まずはサポーターの活動基盤をつくることが必要という

意見が多くありました。

それを受けてヒューマインドが中心となり、拠点とな

る場所の確保、情報の収集・交換・発信などを行い、定

期的に集まれる機会をつくり、サポーターの皆さんが主

体的に活動できるしくみにしていきたいと思います。

一方、邑久光明園と長島愛生園自治会の方々をはじめ、

すでに退所されている方々との連絡窓口となり、それぞ

れのニーズに対応するための相談窓口の役割を担いたい

と思います。そして、サポーターの皆さんが個々に活動

できること、したいことを登録していただき、両者のニ

ーズをつなぐ役割を果たすため計画を進めているところ

です。

また、飛鳥や住吉、和泉、富田林人権文化センター等

府内のいくつかの地域でも講座の開催や取り組みをはじ

めようという動きが活発です。さらに、先行して活動し

ている岡山県のボランティアグループとも連携し合い、

各地域の動きや情報がヒューマインドに集まるようにし、

お一人おひとりのニーズを大切にした効果的な活動にし

ていきたいと思います。

また、サポーターの皆さんが安心して活動できるため

には、緊急時に対応できる協力機関や地域との連携も不

可欠です。

このような活動をひとつひとつ積み重ねることによっ

て、療養所入所者の方々をはじめ、皆さんの地域及び社

会生活の回復につながるよう取り組んでいきたいと思い

ます。

1930年、日本初の国立
療養所「長島愛生園」の
開園に先駆けて、建てら
れた旧事務本館。ここに
は入所者は決して立ち入
ることはできなかった。
2003年8月、「長島愛生
園歴史館」として新たな
スタートを切った。

社会復帰支援

～ヒューマインドの取り組み～
～ハンセン病回復者サポーター養成講座からサポータークラブ（仮称）の発足へ

ヒューマインド（大阪府福祉推進人権センター）自立支援室長

坪田 真起子
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ハンセン病回復者サポーター養成講座プログラム 

「ハンセン病回復者サポーター養成講座」で
訪れた長島愛生園の納骨堂で、献花するサポ
ーター。納骨堂には、死んでもなお，故郷に
帰ることのできない約3,500柱もの遺骨が
眠る。


